
、
ノ
、
ノ
、
ノ
ミ
ノ
Ｌ
ノ
、
ノ
、
ノ
ミ
ノ
、
〆
、
ノ
ｋ
ノ
、
ノ
ミ
ノ
、
／

海
外
ニ
ュ
ー
ス

、
ノ
、
ノ
ミ
ノ
、
ノ
ミ
ノ
ミ
ノ
ミ
／
、
／
、
ノ
ミ
ノ
Ｋ
ノ
ミ
ノ
ミ
ノ
、
／

五
月
一
日
の
午
後
三
時
半
、
私
の
乗
っ
た
尻
伊
巨
の
ジ
ャ
ン
ボ
機
は
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
郊
外
の
ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
に
降
り
立
っ
た
。
数
時
間
ま
え

に
飛
び
立
っ
た
日
本
は
摂
氏
三
○
度
を
こ
す
真
夏
日
で
あ
っ
た
が
、
オ
ラ

ン
ダ
の
気
温
は
一
二
度
。
妻
が
念
の
た
め
に
と
手
荷
物
に
入
れ
て
く
れ
た

オ
ー
バ
ー
が
さ
っ
そ
く
役
に
た
っ
た
。

入
国
手
続
き
を
簡
単
に
す
ま
せ
、
空
港
内
の
駅
か
ら
列
車
に
乗
り
、
ど

ん
よ
り
と
し
た
空
の
下
に
広
が
る
田
園
地
帯
を
二
○
分
ほ
ど
ゆ
く
と
、
中

仙
の
佇
を
今
も
残
す
静
か
な
ラ
イ
デ
ン
市
に
到
着
し
た
。
ラ
ィ
デ
ン
と
い

え
ば
、
法
華
経
を
初
め
て
英
訳
し
た
こ
と
で
有
名
な
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ケ

ル
ン
田
の
且
鼻
【
の
目
昂
器
‐
ら
弓
）
が
一
八
六
五
年
か
ら
一
九
○
三

年
の
間
、
教
鞭
を
取
っ
て
い
た
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
所
在
地
で
あ
る
。
昨
年

の
夏
、
友
人
の
ポ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
ナ
ー
教
授
か
ら
ケ
ル
ン
縁
り
の
こ
の
大

学
で
、
今
年
（
一
九
九
八
年
）
の
五
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
「
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
法
華
経
の
思
想
と
実
践
の
展
開
」
（
目
冨
口
の
く
堅
呂
目
の
貝
旦

Ｆ
○
日
、
目
言
岳
茸
凹
且
刃
四
８
８
旨
両
閉
言
シ
、
両
）
と
い
う
テ
ー
マ
の
も

第
四
回
国
際
法
華
経
学
会
に
参
加
し
て

ロ
バ
ー
ト
．
Ｆ
・
ロ
ー
ズ

と
で
、
第
四
回
国
際
法
華
経
学
会
（
己
〕
の
弓
昏
冒
討
日
昌
○
口
巴
○
○
口
‐

冒
の
ロ
。
①
○
口
吾
の
伊
。
層
吟
留
、
園
）
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
聞
い
た
。
さ
っ

そ
く
南
山
大
学
の
ポ
ー
ル
・
ス
ワ
ン
ソ
ン
教
授
か
ら
現
地
の
大
会
コ
ー
デ

ネ
ー
タ
ー
の
ル
チ
ア
・
ド
ル
チ
ェ
（
Ｆ
宮
○
国
ロ
○
行
の
）
さ
ん
（
当
時
ラ
イ

デ
ン
大
学
、
今
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
教
授
）
の
住
所
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

彼
女
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
幸
い
に
も
こ
の
学
会
で
研
究
発
表
を
行

う
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
で
、
は
る
ば
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
や
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。

国
際
法
華
経
学
会
は
十
五
年
ほ
ど
ま
え
に
結
成
さ
れ
、
そ
の
第
一
同
大

会
は
一
九
八
四
年
に
ハ
ワ
イ
大
学
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
不
定
期
で
は

あ
る
が
、
第
二
回
大
会
は
立
正
大
学
で
、
第
三
回
大
会
は
再
び
ハ
ワ
イ
大

学
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
学
会
の
最
大
の
特
色
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、

欧
米
か
ら
も
多
く
の
学
者
が
参
加
し
、
東
西
の
法
華
経
研
究
者
の
国
際
的

な
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
凹
も
日
本
や
ア
メ
リ
カ
を

初
め
、
オ
ラ
ン
ダ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
・
イ
タ
リ
ア
な
ど

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
か
ら
も
、
多
く
の
人
々
が
参
加
し
た
。

ラ
イ
デ
ン
到
着
後
、
す
で
に
現
地
入
り
し
て
い
た
他
の
参
加
肴
と
合
流

し
、
さ
っ
そ
く
六
時
か
ら
の
大
学
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
リ
セ
プ
シ
ョ
ン

に
向
か
っ
た
。
宿
舎
の
ホ
テ
ル
を
出
て
、
高
さ
二
九
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
古

い
風
車
を
改
造
し
た
風
車
博
物
館
の
脇
を
通
り
、
川
の
中
央
広
場
を
樅
切

り
、
ま
る
で
絵
葉
書
の
よ
う
に
き
れ
い
な
運
河
ぞ
い
の
石
だ
た
み
の
道
を

す
こ
し
歩
い
て
ゆ
く
と
、
す
ぐ
に
ラ
イ
デ
ン
大
学
が
見
え
て
き
た
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
大
学
の
創
立
は
一
五
七
五
年
に
さ
か
の

ぼ
る
。
そ
の
当
時
ス
ペ
イ
ン
の
支
配
下
に
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
は
、
独
立
を



求
め
て
ス
ペ
イ
ン
軍
と
交
戦
の
最
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
戦
争
の
な
か
で
、

ラ
ィ
デ
ン
市
は
ス
ペ
イ
ン
軍
に
包
囲
さ
れ
、
外
壁
も
突
破
さ
れ
た
が
、
オ

ラ
ン
ダ
兵
は
、
今
で
も
市
の
中
心
部
に
残
る
ブ
ル
ク
ト
田
昌
の
胃
）
と

い
う
小
さ
な
円
形
の
石
の
城
塞
に
立
て
こ
も
り
、
つ
い
に
ス
ペ
イ
ン
車
を

撃
退
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
こ
で
ラ
イ
デ
ン
市
民
の
勇
気
を
た
た
え

て
、
オ
ラ
ン
ダ
王
は
褒
美
と
し
て
、
長
期
間
の
減
税
措
置
な
ど
を
含
む
、

い
く
つ
か
の
特
権
を
示
し
て
、
好
き
な
も
の
を
一
つ
選
ぶ
こ
と
を
許
し
た
。

思
案
の
結
果
、
当
時
の
ラ
イ
デ
ン
市
長
は
市
内
に
大
学
を
建
設
す
る
こ
と

を
申
し
出
た
。
こ
れ
が
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
始
ま
り
で
あ
る
。

リ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
日
本
・
韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
の
施
設
が
あ
る
古
い
建

物
の
中
庭
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
リ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
も
と
大
谷
大

学
の
大
学
院
生
で
、
華
厳
経
の
研
究
の
た
め
に
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
留
学
し

て
い
る
井
尻
祐
子
さ
ん
（
彼
女
は
学
会
中
、
通
訳
と
し
て
柄
腿
し
た
）
を

は
じ
め
、
多
く
の
旧
友
と
再
会
し
、
和
や
か
な
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
リ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
私
た
ち
は
中
国
仏
教
研
究
の
長
老
、
エ
リ

ッ
ク
・
ツ
ュ
ル
ヒ
ャ
ー
（
同
鳥
目
局
呂
の
属
）
博
士
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
。
博
士
の
望
や
、
鼠
善
罵
９
愚
震
§
具
ｇ
営
園
（
『
仏
教
に
よ

る
中
国
の
征
服
」
、
一
九
五
九
年
出
版
）
は
あ
ま
り
に
も
有
名
な
書
物
で

あ
る
が
、
こ
の
挨
拶
で
博
士
は
、
初
期
中
国
仏
教
の
研
究
者
ら
し
く
、
竺

法
護
の
『
正
法
華
経
』
を
取
り
上
げ
、
こ
の
経
典
の
測
訳
の
背
景
や
中
国

仏
教
の
発
展
の
な
か
で
こ
の
経
典
の
果
た
し
た
役
割
な
ど
に
つ
い
て
語
っ

て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
し
て
二
八
六
年
の
九
月
二
日
に
『
正
法
華
経
』
の
翻

訳
が
完
成
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
次
回
の
国
際
法
華
経
学
会
は
九
月

二
日
を
開
催
日
に
す
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
ウ
イ
ッ
ト
に
満
ち
た
提
案

を
な
さ
っ
て
、
ス
ピ
ー
チ
を
終
え
ら
れ
た
。

五
月
二
日
の
午
前
三
時
ご
ろ
、
ラ
イ
デ
ン
市
は
激
し
い
雷
雨
に
見
舞
わ

れ
、
私
た
ち
は
皆
、
眠
り
か
ら
叩
き
起
こ
さ
れ
た
。
幸
運
に
も
朝
に
は
雷

雨
は
治
ま
っ
て
学
会
に
は
何
の
支
障
も
な
か
っ
た
が
、
今
振
り
か
え
っ
て

見
る
と
、
こ
の
雷
は
正
し
く
法
華
経
の
教
法
が
開
顕
さ
れ
よ
う
と
す
る
こ

と
を
示
す
奇
瑞
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
・

朝
の
食
事
を
終
え
た
後
、
九
時
の
開
会
式
に
遅
れ
な
い
よ
う
ホ
テ
ル
を

出
て
、
大
学
へ
急
い
だ
。
会
場
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
二
七
五
号
館
は
、
大

学
の
中
心
に
立
つ
近
代
的
な
建
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
建
物
の
二
階
の
明
る

く
居
心
地
の
よ
い
セ
ミ
ナ
ー
・
ル
ー
ム
が
、
二
川
間
の
研
究
発
表
の
場
と

な
っ
た
。

形
式
ば
つ
た
Ⅱ
本
の
学
会
と
は
違
い
、
学
会
は
ド
ル
チ
ェ
さ
ん
の
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
第
川
回
国
際
法
華
経
学
会
を
州
樅
し
ま
す
」
と
い

う
一
言
で
開
始
さ
れ
た
。
日
取
初
に
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
著
名
な
イ
ン
ド
学
者

で
あ
る
テ
ィ
ラ
メ
ン
・
フ
ェ
ッ
タ
ー
（
目
盲
目
く
豊
田
）
博
士
に
よ
る

基
洲
誰
油
が
行
わ
れ
た
。
「
Ｈ
・
ケ
ル
ン
と
法
華
経
」
臼
【
の
日
脚
目

牙
の
５
．
§
、
冒
愚
）
と
題
さ
れ
た
こ
の
講
演
で
、
フ
ェ
ッ
タ
ー
先
生
は
ケ

ル
ン
が
一
八
八
四
年
に
完
成
し
た
法
華
経
の
英
訳
と
そ
の
序
文
、
さ
ら
に

は
ケ
ル
ン
が
南
条
文
雄
と
共
に
校
訂
し
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
テ
キ
ス
ト

（
囚
匡
５
号
の
○
四
国
屋
＆
言
８
く
○
一
〆
〕
ら
品
‐
届
）
を
取
り
上
げ
、
そ
こ

に
提
示
さ
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
課
題
を
検
討
し
、
ケ
ル
ン
の
法
華
経
研

究
へ
の
貢
献
を
偲
ん
だ
。
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フ
ェ
ッ
タ
ー
博
士
の
基
調
講
演
に
続
い
て
、
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、
四

つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
れ
て
延
べ
十
一
の
多
彩
な
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。

各
々
の
発
表
者
は
、
三
十
分
の
発
表
の
時
間
が
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
各

発
表
の
後
に
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
卜
（
島
、
２
切
削
具
）
が
そ
の
ペ
ー

パ
ー
に
つ
い
て
十
分
程
度
の
批
評
を
加
え
、
そ
の
後
に
は
全
員
に
よ
る
質

疑
応
答
の
時
間
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
一
つ
の
発
表
に
約
一

時
間
が
費
や
さ
れ
、
充
実
し
た
発
表
と
討
論
が
行
わ
れ
た
。
以
下
、
こ
の

学
会
で
の
発
表
に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。
（
日

本
語
で
発
表
さ
れ
た
伊
藤
瑞
叡
教
授
と
北
川
前
肇
教
授
以
外
、
す
べ
て
の

発
表
者
は
英
語
で
発
表
さ
れ
、
ま
た
学
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
発
表
題
目
は

す
べ
て
英
語
で
記
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
日
英
両
国
語
で
題
名
を

提
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
伊
藤
・
北
川
両
先
生
の
発
表
題
目
を
除
い
て
、
こ

こ
で
挙
げ
る
日
本
語
の
題
目
や
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
タ
イ
ト
ル
は
す
べ
て
私

自
身
の
訳
で
あ
る
こ
と
を
予
め
断
わ
っ
て
お
き
た
い
。
）

◇
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
司
会
三
友
健
容
立
正
大
学

テ
ー
マ
「
テ
キ
ス
ト
と
そ
の
変
革
」
（
日
言
弓
の
輿
臼
己
冒

弓
国
口
い
ざ
常
目
旦
５
口
巳

第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ハ
ワ
イ
大
学
の
ウ
イ
ラ
・
タ
ナ
ベ
（
乏
旨
、

目
自
号
①
）
教
授
、
大
正
大
学
の
一
烏
正
真
教
授
と
カ
ン
ザ
ス
大
学
の
ダ

ニ
エ
ル
・
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
ｅ
四
日
堅
陣
①
く
の
ロ
の
○
口
）
教
授
の
三
人
の
先

生
が
発
表
を
行
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
の
美
術
史
を
専
門
と
さ
れ
る
タ
ナ
ベ
教

授
の
発
表
は
「
目
に
見
え
る
信
仰
と
日
本
に
お
け
る
法
華
経
」
（
く
冒
昌

三

刃
里
ぐ
ゆ
且
晉
の
§
言
い
啓
再
量
目
菅
富
国
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
な
か
で
先
生
は
、
法
華
経
を
題
材
と
し
た
日
本
の
絵
画
に
つ
い
て
考

察
さ
れ
た
。
先
生
は
ま
ず
大
和
文
華
館
所
蔵
の
法
華
経
普
賢
勧
発
品
の
写

経
と
そ
の
見
返
り
の
絵
を
取
り
上
げ
、
こ
の
一
巻
は
単
に
読
ま
れ
る
た
め

に
作
成
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
目
に
見
え
る
形
で
法
華
経
の
信
仰
を
表
明

す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。
さ
ら
に
経
文
の
一
々
の
文

字
を
蓮
台
の
ｉ
に
写
し
た
．
字
蓮
台
経
」
や
法
華
経
を
仏
塔
の
形
に
書

写
す
る
「
法
華
経
経
塔
曼
茶
糀
」
な
ど
に
言
及
し
、
こ
れ
ら
は
仏
陀
の
身

全
体
が
法
華
絲
の
巾
に
含
ま
れ
て
い
る
（
あ
る
い
は
法
華
経
自
体
が
仏
舎

利
で
あ
る
）
と
見
な
す
思
想
の
現
わ
れ
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た
。

次
に
、
一
島
先
生
は
「
野
§
匂
ミ
琶
震
Ｒ
亀
倉
に
引
用
さ
れ
る
法
華
経
」

ｑ
ぽ
い
。
営
吻
旨
ご
画
目
吾
の
旨
、
畠
ミ
ミ
９
塁
亀
）
に
お
い
て
、
法
華
経
は

静
ご
畠
亀
営
農
Ｒ
亀
亀
の
中
に
四
回
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ

ら
の
箇
所
を
英
訳
し
詳
し
く
考
察
さ
れ
た
。
発
表
の
後
半
で
は

曽
§
い
ミ
ミ
Ｒ
魯
画
の
如
来
蔵
思
想
を
検
討
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
環
と
し
て

す
べ
て
の
人
間
が
持
つ
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
注
目
し
、
如
来
蔵
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
同
じ
も

の
で
は
な
い
か
と
論
じ
ら
れ
た
。
仏
教
思
想
を
現
代
の
科
学
と
関
連
さ
せ

た
、
刺
激
に
満
ち
た
発
表
で
あ
っ
た
。

最
後
の
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
教
授
の
「
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
道
Ｉ
中
国
巾

仙
に
お
け
る
経
典
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
と
権
威
あ
る
法
華
経
の
形
成
」

（
も
旦
冨
室
９
月
四
戸
①
冒
皿
の
日
旨
日
獄
巳
国
侭
の
皀
○
己
。
ｍ
四
口
旦
言
の
可
日
日
四
‐

：
国
○
厨
口
澤
口
吾
○
昌
昌
く
①
届
。
言
い
野
ご
画
旨
冒
の
ｇ
の
ぐ
巴
の
臣
ロ
ロ
）
と
越

さ
れ
た
発
表
は
、
私
に
と
っ
て
は
、
今
学
会
の
な
か
で
最
も
興
味
深
い
も

の
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
教
授
は
、
法
華
経
の
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一
部
分
を
な
す
と
称
さ
れ
る
書
物
が
中
国
で
多
く
作
成
さ
れ
た
点
に
注
目

し
、
特
に
敦
埋
文
書
の
中
に
残
る
法
華
経
度
量
天
地
品
を
取
り
上
げ
、
そ

れ
を
詳
し
く
分
析
し
、
そ
の
作
業
を
通
じ
て
中
国
に
お
け
る
所
謂
偽
経
の

問
題
に
つ
い
て
様
々
な
面
か
ら
考
察
さ
れ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
中
国
で

は
多
く
の
偽
経
が
生
み
川
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
無
量
義
経
や
観

普
賢
経
な
ど
、
最
終
的
に
は
仏
税
と
認
め
ら
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
つ
い

に
偽
経
と
し
て
排
斥
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
も
多
く
存
在
し
た
。
そ
れ
ら
の

偽
経
は
様
々
な
方
法
で
作
成
さ
れ
た
が
、
例
え
ば
「
出
三
蔵
記
集
』
に
は
、

ト
ラ
ン
ス
状
態
に
入
り
新
し
い
経
典
を
諦
出
し
た
南
済
の
尼
子
に
つ
い
て

の
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。
仏
教
教
団
は
、
そ
れ
ら
の
経
典
の
真
偽
を
判

断
す
る
た
め
に
、
そ
の
翻
訳
の
記
録
が
信
頼
で
き
る
も
の
か
、
従
来
の
経

録
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
か
な
ど
、
い
く
つ
か
の
基
準
を
生
み
出
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
判
断
に
基
ず
い
て
、
各
経
典
の
真
偽
に
つ
い
て
の
見
解
を
明

確
に
記
述
し
た
経
録
を
多
く
編
集
し
た
。
こ
こ
で
特
に
注
意
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
場
合
こ
れ
ら
の
経
録
は
各
仏
典
の
真
偽

を
決
定
し
、
そ
の
決
定
を
中
国
の
み
な
ら
ず
東
ア
ジ
ア
全
土
に
流
布
さ
せ

る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
経
録
は
仏

教
典
籍
を
統
制
し
管
理
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
偽
経
の
な
か
に
、
法
華
経
の
第
二
十
九
品
と
自
称
す
る
度

量
品
が
あ
る
。
こ
れ
は
ス
タ
イ
ン
招
来
の
敦
埠
文
書
の
中
か
ら
発
見
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
三
十
三
天
を
中
心
と
し
た
独
特
の
宇

宙
観
が
示
さ
れ
、
法
華
経
を
受
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
仏
身
を
得
て
、
天

地
の
頂
点
た
る
第
二
十
一
か
ら
三
十
三
天
の
あ
い
だ
に
往
生
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
以
上
よ
う
に
度
量
品
の
教
義
に
つ
い
て
細
か

◇
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
司
会
リ
チ
ャ
・
－
ド
・
バ
オ
リ
ン
グ
（
国
。
冨
己

、
○
弐
己
岳
）
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

テ
ー
マ
「
テ
キ
ス
ト
と
そ
の
解
釈
」
（
盲
目
官
呂
凋
晉
の
忌
斡
）

午
前
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
同
様
に
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
三
人
の
研
究
発

表
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
最
初
に
発
表
し
た
の
は
立
正
大
学
の
伊
藤
瑞
叡
博

士
で
あ
っ
た
。
博
士
の
「
経
題
駛
注
冨
ロ
ロ
名
巨
口
烏
目
厨
に
つ
い
て
」

（
シ
の
冒
旦
ぐ
○
口
弓
①
旨
①
画
巳
ロ
”
旦
吾
の
の
日
圖
弓
匡
の
の
四
・
匹
写
冑
日
四
‐

冒
且
胄
鼻
印
）
は
、
法
華
経
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
テ
キ
ス
ト
の
経
題
の

一
部
を
な
す
爵
邑
冨
『
日
脚
冒
且
目
冨
の
語
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
さ
れ

た
発
表
で
あ
っ
た
。
先
生
に
よ
る
と
、
法
華
経
自
体
は
そ
の
題
名
の

留
佳
言
ロ
巨
四
冒
且
四
国
富
の
語
を
解
釈
し
て
い
な
い
（
つ
ま
り
巳
目
冨

が
な
い
）
。
そ
こ
で
博
士
は
、
そ
の
語
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
、
諾

く
紹
介
さ
れ
た
あ
と
、
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
教
授
は
さ
ら
に
こ
の
度
量
品
が

道
教
の
「
太
上
中
道
妙
法
蓮
華
経
」
と
深
い
関
係
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
、

研
究
発
表
を
終
え
ら
れ
た
。

午
前
の
研
究
発
表
は
以
上
で
終
了
し
、
出
席
者
は
皆
、
市
の
中
心
に
あ

る
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
移
動
し
、
そ
こ
で
ハ
ム
や
チ
ー
ズ
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

た
オ
ラ
ン
ダ
名
物
の
巨
大
な
ク
レ
ー
プ
式
パ
ン
ケ
ー
キ
を
味
わ
っ
た
。
直

径
三
○
セ
ン
チ
も
あ
ろ
う
「
お
ば
け
パ
ン
ケ
ー
キ
」
と
の
遭
遇
は
、
私
の

み
な
ら
ず
、
多
く
の
学
会
参
加
者
に
と
っ
て
、
ラ
イ
デ
ン
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
に
か
く
動
け
な
い
ほ
ど
満

腹
に
な
っ
て
大
学
へ
戻
る
と
、
二
時
半
か
ら
午
後
の
研
究
発
表
が
開
始
さ

れ
た
。
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経
典
に
お
け
る
官
且
閏
引
冨
（
白
蓮
華
）
の
髻
瞼
の
用
例
を
調
査
さ
れ
、

さ
ら
に
は
薬
王
本
事
品
に
見
ら
れ
る
蓮
華
の
十
職
を
丹
念
に
検
討
さ
れ
た
。

そ
の
研
究
の
成
果
を
こ
こ
で
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
論
は

「
．
：
…
法
華
経
に
お
い
て
眉
目
四
国
菌
は
ｇ
＆
言
旬
日
弾
を
所
嚥
Ⅱ
譽
瞼

さ
れ
る
も
の
と
す
る
と
同
時
に
、
さ
ら
に
所
嶮
と
し
て
一
方
で
．
：
…
父
な

る
仏
陀
釈
尊
を
連
想
せ
し
め
、
他
方
で
段
段
旨
篇
目
“
を
受
持
す
る
…
…

菩
薩
な
い
し
地
涌
の
菩
薩
…
を
も
予
想
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
、
と
見
て

よ
い
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
「
本
覚
と
観
心
の
解
釈
学
－
Ⅱ
本
中
世
に
お
け
る
法
華
経
の
注

釈
書
」
（
○
侭
旨
昌
両
目
瞥
扇
口
目
の
貝
鯉
己
号
の
国
四
日
①
ロ
の
目
。
②
具

巨
冒
竿
巨
め
ｏ
の
昌
日
①
貝
［
酎
曽
冒
昌
〕
旧
Ｒ
冒
啓
、
画
○
○
日
日
の
昌
閏
肘
の
旨

巨
の
ｇ
の
ぐ
“
こ
眉
目
）
と
い
う
発
表
の
な
か
で
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
ジ

ャ
ッ
キ
ー
・
ス
ト
ー
ン
（
首
。
画
の
陣
○
口
①
）
教
授
は
日
本
中
古
天
台
に
お

け
る
観
心
主
義
に
つ
い
て
の
見
解
を
示
さ
れ
た
。
こ
の
発
表
は
近
年
の
中

古
天
台
に
関
す
る
諸
研
究
を
踏
ま
え
上
で
、
日
本
の
仏
教
学
者
も
あ
ま
り

顧
み
な
い
様
々
な
口
伝
な
ど
の
文
献
を
綿
密
に
調
査
し
た
力
作
で
あ
っ
た
。

欧
米
人
の
天
台
研
究
も
、
こ
の
よ
う
な
高
い
水
準
に
達
し
て
い
る
の
か
と
、

つ
く
づ
く
感
心
さ
せ
ら
れ
る
ペ
ー
パ
ー
で
あ
っ
た
。

周
知
の
よ
う
に
日
本
中
世
の
中
古
天
台
で
は
、
し
ば
し
ば
経
文
を
解
釈

す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
れ
を
忠
実
に
（
文
字
通
り
に
）
解
釈
す
る
所
謂
教

相
主
義
の
立
場
を
否
定
し
、
経
文
を
主
体
的
に
受
け
止
め
解
釈
す
る
観
心

主
義
的
解
釈
の
方
法
が
用
い
ら
れ
た
。
今
日
こ
の
観
心
主
義
は
テ
キ
ス
ト

の
内
容
を
無
視
し
た
独
断
的
な
解
釈
法
と
し
て
片
づ
け
ら
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
ス
ト
ー
ン
教
授
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
観
心
主
義
的
解
釈

法
を
誤
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
観
心
主
義
は
、
あ
る
テ
キ
ス
ト

の
意
味
を
文
字
通
り
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
先

験
的
（
四
目
５
巳
立
場
を
様
々
な
手
法
で
テ
キ
ス
ト
の
な
か
に
読
み
込

も
う
と
す
る
解
釈
法
で
あ
る
。
当
時
天
台
宗
の
密
教
化
に
と
も
な
い
、

様
々
な
口
伝
が
作
ら
れ
師
資
相
伝
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
観
心
主
義
的
解

釈
法
も
、
そ
の
よ
う
な
天
台
教
団
の
状
況
の
中
か
ら
生
み
川
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

ス
ト
ー
ン
教
授
は
数
年
来
、
中
古
天
台
の
観
心
主
義
を
仏
教
思
想
史
の

中
に
位
置
づ
け
、
そ
れ
を
日
本
仏
教
の
一
形
態
と
し
て
客
観
的
に
把
握
し

よ
う
と
す
る
研
究
に
従
事
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
発
表
は
そ
の
研
究
を

集
大
成
し
た
も
の
と
感
じ
ら
れ
た
。
そ
の
発
表
で
は
観
心
主
義
の
背
景
を

概
説
し
、
観
心
主
義
的
経
典
解
釈
の
中
で
用
い
ら
れ
る
様
々
な
解
釈
法

（
独
創
的
な
読
み
下
し
や
、
阿
弥
陀
の
三
字
を
空
仮
中
の
三
諦
に
当
て
は

め
る
よ
う
な
、
い
く
つ
か
の
異
な
っ
た
事
柄
を
相
対
さ
せ
て
解
釈
を
行
う

方
法
な
ど
）
を
、
特
に
室
町
時
代
の
尊
舜
（
一
四
五
一
’
一
五
一
四
）
の

著
わ
し
た
『
文
句
略
大
綱
私
見
間
』
に
よ
っ
て
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
。

中
古
天
台
は
す
べ
て
の
衆
生
は
本
来
仏
で
あ
る
と
い
う
、
所
謂
本
覚
思
想

の
立
場
に
立
つ
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ス
ト
ー
ン
教
授
に
よ
る

と
、
天
台
の
根
本
聖
典
の
法
華
経
自
体
に
は
、
そ
の
よ
う
な
本
覚
思
想
的

解
釈
を
肯
定
す
る
箇
所
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
尊
舜
な
ど
は
、

観
心
主
義
的
解
釈
法
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
経
を
新
し
く
本
覚

思
想
を
説
く
経
典
と
し
て
読
み
変
え
て
ゆ
く
（
教
授
の
言
葉
を
俗
り
る
な

ら
、
法
華
経
を
「
再
発
明
」
［
【
の
旨
く
①
貝
］
し
て
ゆ
く
）
の
で
あ
る
。
特

に
本
覚
的
立
場
と
矛
盾
す
る
箇
所
で
は
、
独
特
の
解
釈
を
施
す
こ
と
に
よ
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学
会
初
日
で
は
以
上
の
様
に
、
朝
九
時
か
ら
午
後
五
時
半
ま
で
の
あ
い

だ
、
七
つ
の
研
究
発
表
が
連
続
し
て
行
わ
れ
、
そ
の
た
め
夕
暮
れ
に
は
参

加
者
は
み
な
疲
れ
果
て
て
し
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
日
の
ペ
ー
パ
ー

か
ら
、
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
の
は
私
一
人
で
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

私
は
次
の
日
に
は
自
分
の
発
表
も
控
え
て
い
た
の
で
、
ホ
テ
ル
に
戻
っ
て

り
そ
の
箇
所
を
本
覚
思
想
的
に
読
み
変
え
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

最
後
に
フ
ラ
ン
ス
高
等
学
術
研
究
院
日
８
庁
叩
昌
名
の
号
吻

国
四
員
の
の
両
目
号
、
）
の
ジ
ヤ
ン
↓
ノ
エ
ル
・
ロ
ベ
ー
ル
（
］
の
目
室
○
匹

３
房
己
教
授
は
「
法
華
経
の
詩
的
注
釈
書
ｌ
慈
円
の
『
法
華
百
集
」

に
つ
い
て
」
（
シ
も
○
里
月
旦
○
○
日
目
２
国
ｇ
ｏ
毎
号
①
旧
○
ミ
吻
酌
首
菌
唖
弓
扁

闇
窯
、
ご
幕
昌
言
耳
津
呂
）
の
中
で
、
慈
川
（
二
五
五
’
一
二
二
五
）

の
和
歌
集
『
法
華
百
集
』
を
紹
介
さ
れ
た
。
慈
円
は
天
台
座
主
を
四
回
努

め
、
「
愚
管
抄
』
の
作
者
と
し
て
も
有
名
な
僧
侶
で
あ
る
が
、
彼
は
優
れ

た
歌
人
で
も
あ
っ
た
。
慈
円
の
「
法
華
百
集
』
に
つ
い
て
は
従
来
あ
ま
り

よ
く
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
法
華
経
を
題
材
と
し

た
和
歌
を
約
百
四
十
五
首
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
、

決
し
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
は
な
い
書
物
に
注
目
し
た
ロ
ベ
ー
ル
教
授
は
、
そ

の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
和
歌
を
選
び
出
し
、
そ
れ
ら
を
文
学
・
仏
教
教
理

の
両
面
か
ら
級
密
に
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
『
法
華
百
集
」
の
中
に

現
わ
れ
る
法
華
経
観
を
浮
き
彫
り
に
し
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
法
華
経
解

釈
の
興
味
深
い
一
面
を
垣
間
み
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

四

◇
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
司
会
マ
ィ
ヶ
ル
・
パ
イ
（
巨
旨
冨
堅
尋
の
）

マ
ー
ブ
ル
グ
大
学

テ
ー
マ
「
法
華
経
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
成
仏
の
教
義
」

（
己
○
○
言
旨
①
切
目
国
巨
ｇ
ｇ
昏
豐
Ｏ
Ｏ
ｇ
ｐ
国
言
口
時
○
日
昼
の
の
昌
国
）

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
法
華
経
に
お
け
る
悟
り
と
成
仏
を
主
な
テ
ー

マ
と
し
て
、
三
人
の
発
表
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
ず
最
初
に
バ
ー
ジ
ニ
ア

大
学
の
ポ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
ナ
ー
（
盟
昌
ｇ
ｏ
唇
の
『
）
教
授
が
「
天
台
即
身

成
仏
説
に
お
け
る
身
体
的
な
も
の
は
何
で
あ
る
か
」
（
乏
冨
《
》
の
勺
ご
切
旨
巴

旨
目
の
口
・
巴
弓
房
○
国
①
、
且
き
ぎ
暮
営
さ
冨
詠
塁
［
吾
の
”
の
四
旨
閏
５
口
＆

、
且
号
昌
○
且
昌
号
臣
吻
ぐ
①
曼
国
○
号
］
己
と
題
さ
れ
た
、
Ｈ
本
天
台

に
お
け
る
即
身
成
仏
に
つ
い
て
の
大
変
興
味
深
い
発
表
を
行
っ
た
。
グ

ロ
ー
ナ
ー
教
授
は
爵
§
ｑ
望
、
陣
§
罫
冒
、
員
呉
罫
こ
§
§
、
鷺
罵
言
‐

合
一
粋
言
旦
（
『
最
澄
と
日
本
天
台
宗
の
成
立
』
、
一
九
八
四
年
出
版
）
と

い
う
伝
教
大
師
岐
澄
に
つ
い
て
の
優
れ
た
研
究
を
著
わ
し
て
い
る
が
、
最

近
は
日
本
天
台
に
お
け
る
即
身
成
仏
に
つ
い
て
研
錯
を
深
め
、
こ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
一
連
の
論
文
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
発
表
も
そ
れ
を

踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
今
回
は
特
に
即
身
成
仏
の
「
即
身
」
と
い
う

早
く
寝
る
こ
と
に
し
た
が
、
ベ
ッ
ド
に
入
っ
て
も
各
々
の
発
表
の
問
題
提

起
が
頭
を
離
れ
ず
、
興
奮
し
て
眠
り
に
つ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し

か
た
な
く
、
朝
五
時
に
は
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
、
発
表
原
稿
の
最
終
チ
ェ
ッ

ク
を
し
な
が
ら
、
Ⅱ
の
出
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。

五
月
三
Ⅱ
は
Ⅱ
曜
日
で
、
大
学
に
は
ほ
と
ん
ど
一
般
の
学
生
は
い
な
か

っ
た
が
、
こ
の
日
も
午
前
九
時
半
か
ら
学
会
が
再
開
さ
れ
た
。
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語
に
注
目
し
、
即
身
成
仏
に
つ
い
て
の
円
仁
の
見
解
を
弟
子
の
憐
昭
が
記

述
し
た
『
天
台
法
華
宗
即
身
成
仏
義
』
な
ど
の
資
料
を
駆
使
し
て
、
天
台

の
論
害
の
中
で
「
即
身
」
の
成
仏
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ

て
い
る
か
を
考
察
さ
れ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
即
身
成
仏
と
は
凡
夫
が
一

生
に
お
い
て
成
仏
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
凡
夫
が
成
仏
す
る

と
き
、
業
報
と
し
て
の
分
段
生
死
の
身
を
捨
て
、
法
性
身
を
得
る
こ
と
に

よ
っ
て
成
仏
す
る
の
か
、
分
段
生
死
の
身
を
捨
て
る
こ
と
な
く
成
仏
す
る

の
か
、
と
い
う
点
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
多
く
の

天
台
宗
の
学
僧
た
ち
は
凡
夫
は
そ
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
身
を
捨
て
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
身
を
「
転
ず
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
即
身
に
成
仏
す
る
の
で

あ
る
と
説
き
、
こ
れ
が
天
台
宗
一
般
の
解
釈
と
な
っ
た
。
以
上
が
グ
ロ
ー

ナ
ー
教
授
の
発
表
の
要
点
で
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
私
の
「
慈
恩
大
師
の
法
華
経
解
釈
」
（
園
〕
屋
‐
の
ロ
ゞ
い
冒
扇
『
胃
の
国
‐

丘
ｏ
冒
旦
弓
の
５
．
言
い
、
冒
昌
）
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
私
は
唐
代
法
相
宗

の
慈
恩
大
師
基
の
「
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
を
取
り
上
げ
た
。
周
知
の
よ
う

に
、
法
相
教
学
は
、
当
時
イ
ン
ド
で
流
行
し
て
い
た
護
法
の
唯
識
教
学
を

玄
葵
三
蔵
が
中
川
へ
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
柑
宗
の
独
特
の
救
済

論
は
有
名
な
五
姓
各
別
説
に
も
と
づ
い
て
展
開
き
れ
て
い
る
。
こ
の
学
説

は
す
べ
て
の
衆
生
を
五
種
類
に
分
類
し
、
こ
の
五
姓
の
衆
生
の
内
、
た
だ

菩
薩
種
姓
の
者
と
不
定
種
姓
の
一
部
の
者
と
の
み
が
成
仏
で
き
る
と
論
じ
、

無
性
有
情
（
つ
ま
り
一
閑
提
）
に
至
っ
て
は
永
遠
に
生
死
か
ら
解
脱
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ

れ
は
す
べ
て
の
衆
生
の
成
仏
を
約
束
す
る
法
華
経
の
一
乗
思
想
と
矛
盾
す

る
。
そ
の
た
め
法
相
教
学
を
中
国
に
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、
五
姓
各
別

説
と
法
華
一
乗
説
を
会
通
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
み
ご
と
な
形

で
行
っ
た
の
が
玄
英
の
弟
子
で
あ
る
慈
恩
大
師
で
あ
っ
た
。
彼
は
法
華
玄

賛
の
中
で
五
姓
各
別
説
の
立
場
か
ら
法
華
経
を
注
釈
し
、
法
華
経
自
体
は

一
乗
の
教
え
こ
そ
真
実
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法

華
の
一
乗
思
想
は
実
は
方
便
で
あ
り
、
真
実
の
教
え
は
す
べ
て
の
衆
生
の

成
仏
を
認
め
な
い
五
姓
各
別
説
で
あ
る
と
力
説
し
た
。
従
来
西
洋
で
は

「
玄
賛
』
と
そ
の
法
華
経
解
釈
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
を
欧
米
に
紹
介
す
る
こ
と
が
私
の
一
つ
の
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
。

午
前
最
後
の
発
表
は
中
華
仏
学
院
の
ブ
ル
ッ
ク
・
ジ
ポ
リ
ン
（
即
○
具

凶
冒
『
旨
）
教
授
の
「
ど
の
よ
う
に
意
思
を
過
去
に
向
け
る
か
－
法
華
経

に
お
け
る
時
と
亡
念
と
繰
り
返
し
」
（
四
○
急
８
弓
匡
国
四
烏
毒
四
ａ
“
》

園
曰
の
》
司
○
侭
①
日
口
噸
皿
口
巳
幻
名
の
計
旨
○
回
目
号
①
旧
Ｒ
鼠
吻
ミ
ミ
）
で
あ
っ

た
。
こ
の
中
で
教
授
は
法
華
経
に
見
ら
れ
る
舎
利
弗
授
記
の
物
語
を
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
法
華
経
の
な
か
で
、
舎
利
弗
は
釈
尊
か
ら
未
来
に
成
仏
し

て
華
光
如
来
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
内
容
の
授
記
を
受
け
る
が
、
授
記

を
与
え
る
と
き
釈
尊
は
、
か
っ
て
舎
利
弗
は
菩
薩
道
を
歩
ん
で
い
た
が
、

そ
れ
を
忘
れ
て
声
聞
道
に
陥
り
、
阿
羅
漢
果
を
証
し
て
し
ま
っ
た
と
述
べ

て
い
る
。
天
台
で
は
、
こ
の
よ
う
な
舎
利
弗
の
あ
り
か
た
を
本
迩
の
関
係

で
説
明
す
る
。
つ
ま
り
天
台
智
顎
は
「
法
華
文
句
』
の
中
で
舎
利
弗
は
本

来
、
金
龍
陀
と
い
う
名
の
如
来
で
あ
っ
た
が
、
衆
生
教
化
の
た
め
相
次
い

で
外
道
、
凡
夫
、
声
聞
、
菩
薩
と
し
て
示
現
し
た
と
論
じ
て
い
る
。
そ
こ

で
ジ
ポ
リ
ン
教
授
は
、
こ
の
舎
利
弗
授
記
に
つ
い
て
の
伝
統
的
な
天
台
の

解
釈
を
様
々
な
資
料
を
使
い
な
が
ら
紹
介
し
、
舎
利
弗
に
と
っ
て
仏
道
を

実
践
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
来
自
分
が
如
来
で
あ
っ
た
こ
と
を
完
全
に

只



◇
第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
司
会
ジ
ョ
ー
ジ
・
タ
ナ
ベ
ａ
の
○
侭
の

弓
四
目
号
の
）
ハ
ワ
イ
大
学

テ
ー
マ
「
法
華
経
に
も
と
ず
く
実
践
」
Ｐ
Ｃ
日
い
‐
旨
い
目
＆

勺
Ｈ
ｍ
ｏ
言
○
の
）

学
会
最
後
の
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
立
正
大
学
の
北
川
前
肇
教
授
と
大

正
大
学
の
斎
藤
門
真
教
授
の
発
表
が
あ
っ
た
。
北
川
教
授
は
「
法
華
経
信

仰
者
の
理
想
像
－
常
不
軽
菩
薩
を
軌
範
と
し
て
」
（
シ
ロ
国
の
巴
旦
ｇ
の

少
巳
匪
の
［
①
貝
切
且
号
①
侶
○
冒
吻
ｍ
ミ
ミ
亜
吾
①
司
侭
目
の
旦
嗣
○
ｇ
言
い
昌
弓
即

殴
計
冒
号
自
国
“
ぬ
四
ｏ
Ｅ
ｇ
侭
‐
日
＆
巴
）
に
お
い
て
法
華
経
に
見
ら
れ

る
常
不
軽
菩
薩
を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
ペ
ー
パ
ー
は
、
こ
の
菩
薩
の
生
き

方
に
法
華
経
信
仰
者
の
理
想
像
を
見
い
出
そ
う
と
す
る
宗
教
心
に
満
ち
た

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
斎
藤
教
授
の
「
唐
に
お
け
る
円
仁
と
在
家
信
者
」

日
唇
昌
甘
“
且
旧
昌
国
匡
邑
言
呉
切
目
弓
凹
凋
ｇ
旨
四
）
は
求
法
の
た
め
に

八
三
八
年
に
入
唐
し
た
円
仁
を
、
様
々
な
而
か
ら
支
え
た
１
国
の
在
家
信

者
た
ち
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
、
円
仁
の
日
記
で
あ
る
「
入
唐
求
法

巡
礼
行
記
』
の
み
な
ら
ず
、
中
国
の
正
史
や
僧
伝
な
ど
を
駆
使
し
た
優
れ

た
発
表
で
あ
っ
た
。

斎
藤
教
授
の
ペ
ー
パ
ー
を
も
っ
て
、
す
べ
て
の
研
究
発
表
は
終
了
し
た

が
、
最
後
に
タ
ナ
ベ
教
授
が
一
々
の
ペ
ー
パ
ー
に
つ
い
て
簡
単
に
コ
メ
ン

ト
し
、
学
会
全
体
の
ま
と
め
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
受
け
て
、

忘
れ
去
っ
て
声
聞
道
を
歩
む
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
一
見
矛
盾

し
た
点
に
着
目
し
、
そ
の
点
に
つ
い
て
独
自
の
理
解
を
熱
意
を
込
め
て
語

っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

出
席
者
全
員
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
お
こ
な
わ
れ
、
様
々
な
課
題

が
討
議
さ
れ
た
後
、
学
会
は
閉
会
し
た
。
そ
の
後
、
場
所
を
中
世
の
邸
宅

を
改
造
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
、
胃
評
鴨
昌
の
鼻
四
日
①
Ｈ
に
移
し
て
晩
の
七
時

か
ら
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。
そ
の
場
で
は
三
友
健
容
博
士
が
閉
会
の

辞
を
述
べ
ら
れ
、
将
来
ど
こ
か
で
に
開
催
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
第
五
回
国
際

法
華
経
学
会
で
再
開
す
る
こ
と
を
誓
い
あ
っ
て
、
今
回
の
国
際
法
華
経
学

会
の
幕
は
閉
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
次
の
日
は
大
学
の
休
日
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
学
会
開
催
者
の
特
別
な
配
慮
に
よ
り
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
の

ア
ジ
ア
研
究
の
セ
ン
タ
ー
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
ケ
ル
ン
研
究
所
を
見

学
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。

五

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
こ
の
学
会
で
は
、
様
々
な
角
度
か
ら
法
華
経
と
、

こ
の
経
典
に
基
づ
く
思
想
や
実
践
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
最
後
に
こ
の

学
会
全
体
に
つ
い
て
の
感
想
を
い
く
つ
か
述
べ
て
私
の
報
告
を
終
り
た
い
。

ま
ず
第
一
に
感
じ
る
こ
と
は
、
過
去
数
年
間
の
あ
い
だ
、
欧
米
に
お
け

る
法
華
経
・
天
台
教
学
の
研
究
は
飛
躍
的
に
発
展
し
た
こ
と
で
あ
る
。
欧

米
に
は
雌
解
な
テ
キ
ス
ト
を
自
由
に
あ
や
つ
り
、
Ⅱ
本
で
も
あ
ま
り
顧
み

ら
れ
な
い
文
献
を
取
り
上
げ
て
研
究
を
進
め
て
い
る
学
者
が
多
く
誕
生
し
、

今
後
も
ま
す
ま
す
増
え
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
彼
等
・
彼
女
等
の
今
後
の
活

躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

第
二
に
、
欧
米
か
ら
参
加
し
た
学
者
の
発
表
の
中
に
は
、
以
前
に
は
あ

ま
り
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
テ
キ
ス
ト
観
を
提
示
す
る
も
の
が
い

く
つ
か
あ
っ
た
。
従
来
、
法
華
経
な
ら
法
華
経
と
い
う
一
つ
の
文
献
は
固
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定
し
た
も
の
で
、
そ
の
中
に
は
本
来
的
に
一
つ
の
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
意
味
）
が
内
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
欧
米

（
特
に
ア
メ
リ
カ
）
で
は
、
こ
の
よ
う
な
従
来
の
テ
キ
ス
ト
観
は
多
く
の

研
究
者
に
よ
っ
て
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
に
よ
る
と
テ
キ
ス
ト
は
常

に
流
動
的
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
意
味
も
読
者
の
視
点
や
時

代
背
景
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
彼
ら
は
ミ
シ
ェ

ル
・
フ
ー
コ
ー
の
「
い
か
な
る
社
会
に
お
い
て
も
言
説
の
生
産
は
、
そ
れ

を
同
時
に
統
制
し
、
選
択
し
、
組
織
し
、
再
分
配
す
る
た
め
の
幾
つ
か
の

①

手
順
が
あ
る
…
…
」
と
い
う
指
摘
を
受
け
て
、
あ
る
言
説
（
文
献
や
そ
の

解
釈
な
ど
も
含
む
）
が
如
何
に
し
て
生
産
さ
れ
、
流
布
し
て
ゆ
く
か
を
具

体
的
に
考
察
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
の
関
心

は
、
文
献
の
原
典
研
究
や
そ
の
解
読
か
ら
（
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
大
変
重
要

な
こ
と
で
は
あ
る
が
）
、
フ
ー
コ
ー
の
言
う
言
説
（
テ
キ
ス
ト
）
の
「
系

譜
」
（
鴨
口
の
巴
○
圏
）
の
研
究
に
向
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

今
学
会
で
こ
の
点
を
直
接
問
題
に
し
た
一
人
に
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
教
授

が
あ
っ
た
。
そ
の
発
表
の
な
か
で
教
授
は
、
巾
国
で
は
法
華
経
に
関
連
し

た
経
典
や
、
あ
る
い
は
法
華
経
の
散
逸
部
分
と
自
ら
称
す
る
文
言
が
、
多

く
作
成
さ
れ
続
け
た
点
に
注
目
し
た
。
つ
ま
り
中
国
で
は
、
様
々
な
理
由

に
よ
っ
て
様
々
な
人
物
が
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
お
い
て
、
法
華
経
の
一
部
と

自
称
す
る
書
物
を
偽
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
意
図
す
る
よ
う
に

法
華
経
を
改
変
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
た
形
跡
が
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
そ
の
偽
作
文
献
の
中
に
は

無
量
義
経
や
観
普
賢
経
の
よ
う
に
正
統
な
経
典
と
承
認
さ
れ
た
も
の
も
あ

れ
ば
、
度
量
品
の
よ
う
に
偽
作
と
し
て
排
斥
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
要

す
る
に
中
国
で
は
法
華
経
は
常
に
拡
大
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
中
国
の
僧
侶
た
ち
は
法
華
経
の
拡
大
す
る

傾
向
を
警
戒
し
、
そ
れ
に
抵
抗
し
、
新
出
の
耆
物
の
真
偽
を
確
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
拡
大
の
方
向
を
統
制
し
、
制
御
し
よ
う
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
努
力
の
結
晶
が
中
国
で
多
く
編
纂
さ
れ
た
経
録
と
し
て
今
日
残
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
僧
侶
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
華
経
関
連
の
経
典

や
諸
品
は
作
り
続
け
ら
れ
た
。
以
上
が
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
教
授
の
発
表
の

要
点
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
教
授
は
、
法
華
経
は
あ
る
固
定
し
た
形
を
本

来
的
に
有
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
は
常
に
流
動
的
で
あ
っ
た
こ
と

を
指
摘
し
、
さ
ら
に
は
今
日
ま
で
伝
わ
っ
た
い
え
る
法
華
経
は
、
こ
の
経

典
を
拡
大
し
よ
と
す
る
人
々
と
、
そ
の
傾
向
に
歯
止
め
を
加
え
よ
う
と
す

る
人
々
と
の
あ
い
だ
の
、
た
え
ま
な
い
格
闘
の
中
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

し
か
し
テ
キ
ス
ト
自
体
が
常
に
変
化
す
る
傾
向
に
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、

テ
キ
ス
ト
は
新
し
い
解
釈
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
変
化
す
る
。

こ
の
点
を
克
明
に
解
明
さ
れ
た
の
は
ス
ト
ー
ン
教
授
の
発
表
で
あ
っ
た
。

教
授
は
中
古
天
台
の
僧
侶
が
「
観
心
」
と
い
う
独
特
な
聖
典
解
釈
法
を
用

い
て
法
華
経
に
新
し
い
意
味
を
与
え
て
い
っ
た
過
程
を
考
察
し
た
。
先
に

述
べ
た
よ
う
に
中
古
天
台
で
は
、
あ
る
先
験
的
直
感
や
思
想
的
視
点
に
立

ち
テ
キ
ス
ト
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
側
心
主
義
的
解
釈
法
が
流
行
し
た
が
、

こ
の
解
釈
法
を
も
っ
て
一
切
衆
生
は
本
来
仏
で
あ
る
と
い
う
本
覚
思
想
的

立
場
を
法
華
経
に
読
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
本
来
は
本
覚
思
想
と
は
縁
の

薄
い
法
華
経
が
新
し
く
本
覚
思
想
の
聖
典
と
し
て
再
形
成

（
目
①
８
再
持
冒
の
）
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
中
古
天
台
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の
時
代
に
お
い
て
法
華
経
は
、
観
心
主
義
的
解
釈
法
に
よ
り
、
新
し
い
意

味
を
与
え
ら
れ
、
新
し
い
形
に
再
生
さ
れ
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

は
か
ら
ず
も
私
の
発
表
も
ス
ト
ー
ン
教
授
の
視
点
と
類
似
す
る
も
の
が

あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
私
は
慈
恩
大
師
の
「
法
華
玄
賛
』
に
現

わ
れ
る
法
華
経
観
を
取
り
上
げ
た
。
法
華
経
自
体
が
一
乗
こ
そ
釈
尊
の
真

実
の
教
え
で
あ
る
と
繰
り
返
し
説
い
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

慈
恩
大
師
は
法
相
宗
の
五
姓
各
別
説
に
立
脚
し
て
法
華
経
を
三
乗
真
実
一

乗
方
便
の
立
場
か
ら
注
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
は
単
に
慈
恩
大
師
が
誤
っ
た

解
釈
を
施
し
て
い
る
と
し
て
片
づ
け
ら
れ
る
問
題
で
は
な
い
。
そ
れ
は
仏

教
の
伝
統
自
体
が
、
あ
る
経
典
の
表
価
的
意
味
と
脈
反
対
の
視
点
か
ら
解

釈
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
解
釈
学
的
方
法
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
解
釈
学
的
方
法
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
法
華
経
自
身
が
提

哨
す
る
方
便
の
魁
想
で
あ
る
が
、
こ
の
方
便
の
思
想
を
も
っ
て
初
め
て
慈

恩
大
師
は
、
法
華
経
自
体
が
真
実
と
主
張
す
る
一
乗
の
教
法
を
方
便
の
教

え
と
位
置
づ
け
、
法
華
経
を
三
乗
真
実
の
立
場
か
ら
解
釈
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
華
経
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
仏
典
の
主

張
は
、
他
の
よ
り
高
い
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
単
に
方
便
に
過
ぎ
な
い
と
解

釈
さ
れ
、
決
し
て
究
極
的
教
え
で
は
な
い
と
解
釈
さ
れ
る
可
能
性
を
は
ら

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
経
典
の
「
意
味
」

は
経
典
そ
の
も
の
の
中
に
本
来
的
に
内
包
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。

も
し
経
典
に
「
意
味
」
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
経
典
と
そ
れ
を
受
容

す
る
人
々
と
の
（
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
英
文
学
者
で
あ
る
ス
タ

ン
レ
ィ
・
フ
ィ
ッ
シ
南
国
巳
昌
国
切
こ
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
「
解

釈
者
の
共
同
体
」
［
目
四
頁
の
ご
く
の
８
日
目
屋
昌
邑
と
の
）
相
互
作
用
の

な
か
に
見
い
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ

る
語
っ
。こ
の
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
発
表
は
法
華
経
の
テ
キ
ス
ト
を
確
固
た
る

不
変
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
実
体
的
に
受
け
取
る
こ
と
に
対
し
て

疑
問
を
投
げ
掛
け
て
い
た
。
も
し
こ
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
論
が
的
を
得
て

い
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
経
典
の
意
味
は
、
決
し
て
そ
の
中
に
先
天
的
に
存

在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
様
々
な
具
体
的
行
為
（
実
践
台
３
３
。
①
）
を

通
じ
て
、
そ
れ
を
受
容
す
る
人
々
が
そ
の
中
に
発
見
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
産
物
た
る
経
典
の
中
に
、
普

逓
の
真
理
を
見
い
出
す
こ
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
こ
そ
現
代
と
い
う
時
代
に
仏
の
言
葉
（
経
典
）
を
所
依
と
し
て
生
き

よ
う
と
す
る
我
々
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
大
き
な
課
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。

①
※
旨
の
く
の
喝
“
○
○
房
の
ご
呂
巾
官
○
号
２
。
目
旦
昌
“
８
日
切
の
］
の
昌
○
昌
○
の
８
弓
‐

口
Ｏ
屋
①
口
》
ｍ
の
旨
①
。
諄
の
堅
》
○
獄
、
四
口
厨
の
ロ
四
国
旦
罠
①
（
陸
ｍ
庁
Ｈ
］
ず
一
蔦
①
」
ご
く
四
○
の
戸
，
言
画
』
冒
口
［
口
ロ
ケ
の
Ｈ

ｇ
日
○
○
＆
日
の
の
。
：
》
》
も
ロ
晨
己
四
○
の
臼
ａ
屯
四
日
ｏ
旨
三
四
匡
晋
＆
；
尽
○
冬
昌

帰
鳶
Ｓ
，
画
『
ご
国
夢
、
Ｓ
ど
．
．
』
記
§
匙
専
心
】
の
①
○
○
口
」
①
ｇ
茸
○
口
（
Ｆ
ｏ
邑
島
〕
邑
却
両
今
署
胄
ユ

ジ

ン
ロ
５
匡
．
』
や
①
巴
駒
唖
浸
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